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八
月
二
十
三
日
、
佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
結
成
二
十
周
年
を
記
念
し
、「
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

加
・－
ｎ

Ｓ
Ａ
－

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
パ
レ
ー
ド
や
演
奏
会
、
各
種
交
通
安
全
教
室
な
ど
多

彩
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。
街
頭
パ
レ
ー
ド
で
は
、
パ
レ
ー
ド
参
加
者
と
沿
道
で
の
見
学
者
を
合
わ
せ
る
と

三
百
名
を
超
え
、
ま
た
、
音
楽
隊
の
演
奏
会
で
は
、
四
百
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
み
な

さ
ん
の
協
力
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
三
時
三
〇
分

出

発

式

一
三
時
四
五
分

パ
レ
ー
ド
出
発



一
四
時
～

記
念

式
典

福田 祥久くん 能登 梓さん 五十嵐 寛朗くん

体験発表の

みなさんを

紹介します。

一
五
時
～

子
供
の
交
通
安
全
教
室

結
成
二
十
周
年
を
記
念
し
て

、
初
代

会

長

「
山
崎

ア

イ
子
」

さ
ん
、
二
代

目

会

長
「
松
谷

三
枝
」

さ
ん
へ
感
謝

状

が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

自
動
車
運
転
実
技
講
習

一
七
時
～

高
齢
者
交
通
安
全
教
室



新成人のみなさ；むおめゼと仰

８月１５日、アルザスしおさいホールで、新成人を祝う式典が行われました。

新成人５８名のうち３６名が出席し、久しぶりの再会を懐かしんでいました。

失敗を恐れずに、いろいろな事にチャレンジし、自分の力で考え行動して欲し

いと思います。

村長より記念品を受け取る宮木さん・若山さん 新成人代表答辞 竹内さん

若山 一幸
（古佐井）

濱野 定人
（矢 越）

中村 秀一
（大佐井）

長島信市郎
（大佐井）

古川 健
（古佐井）

阿部 潤一
（古佐井）



佃中みゆき

（大佐井）
館脇 文子
（古佐井）

住吉 里美
（古佐井）

佐 藤 正 美

（原 田）・

佐賀 彩子
（古佐井）

工藤佳奈子
（川 目）

大畑 ↑制財

（古佐井）
大畑 勉
（大佐井）

山本 夏子
（古佐井）

宮木 幸子
（矢 越）

樋口 朋美

（大佐井）

中村 久美
（古佐井）

鹿島 恵子

（大佐井）

若山 学
（古佐井）

松谷 征二
（大佐井）

藤田 和也
（大佐井）

東出 英裕
（古佐井）

川畑 徳吉

（矢 越）

福田 利世
（大佐井）

福田理絵子

（大佐井）

能登裕美子
（大佐井）

竹本 静佳
（古佐井）

柴田 美雪
（原 田）

瀬原貴利子

（大佐井）

竹内 紘子
（牛 滝）

竹内 浩義
（牛 滝）

田中 智明

（福 浦）
澤囗真理子
（磯 谷）

山口 春香
（大佐井）

櫻庭 小見
（大佐井）



長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し

た
。ま
だ
休
み
ボ
ヶ
が
治
っ
て
い
な

い
人
、「
あ
Ｉ
、
ま
た
勉
強
か
あ
」

と
思
っ
て
い
る
人
、
も
う
す
で
に
、

冬
休
み
は
何
を
し
よ
う
か
な
あ
と

考
え
て
い
る
人
、
…
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
楽
し
か
っ
た
今

年
の
夏
休
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

フ／２３～フ／２６ はまなす子ども会（矢越）

御神楽打ちならい

フ／２５ 長後小 緑の少年団 グリーンジャンボリー

（東通村に て）

７／３１・８／１ ぬいどう子ども会（福浦）

ふるさと文化伝承の集い（江差町にて）

８／２～８／６ 牛滝小中
立教大ＹＭＣＡとの交流会

８／８ やまびこ子ども会（川目）

清掃奉仕活動・バーベキュー大会



佐 井 村 子 ど も 会

球 技 大 会

７ 月 ２５日（ 日 ）

佐井小グラウンド・体育館にて

狙うは場外ホームラン／ノ

フットベースボール

決めるぜ／豪快ダンクシュートノ

スリーオンスリー

新記録更新なる か？

口＝÷プ ジフヤンピン グ

佐井村レクリエーションサークル主催

ペタンク・グランドゴルフ大会

７月３１日出 フォーレストパークにて

フ ナ 釣 り 大 会

７月１８日（日） 願掛公園にて





忘れていませんか？
有効期限

９月３０日

３月１７日に地域振興券の交付が開

始されて５ヶ月余り経ちました。も

う大分ご利用になっているようで

す。有効期限は９月３０日です。まだ

使用していない振興券はありません

か？期限を過ぎると使用できなくな

りますのでご注意ください。

また、使用済みの振興券の換金率

は、「ア月末現在で約７７％となってい

ます。取扱店の方も、早目の換金を

心がけましょう。

●地域振興券の交付状況

●取扱店の換金状況（利用状況）※７月末現在

第
十

」
回
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
、
今

年
で
十
一
回
目
を
数
え
、
七
月
十

五
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
約

一
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
男
子
九
チ
ー
ム
、
女
子

四
チ
ー
ム
が
参
加
。
男
子
は
、
新

浦
チ
ー
ム
の
七
連
覇
を
阻
ん
だ
仲

浜
チ
ー
ム
が
初
優
勝
。
女
子
は
、

大
新
緑
チ
ー
ム
が
圧
倒
的
な
強
さ

で
九
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｉ
Ｍ

ｌ

ｉ

優

勝

仲
浜
チ
ー
ム

（
初
優
勝
）

準
優
勝

新
浦
チ
ー
ム

三

位

囗
の
出
チ
ー
ム

川
台
チ
ー
ム

饑

―

鬪

一

優

勝

大
新
緑
チ
ー
ム

（
二
年
ぶ
り
九
回
旦

準
優
勝

新
浦
チ
ー
ム

三

位

川
台
チ
ー
ム

女子リーグ戦男子決勝トーナメント



平成１２年４月スタート

介
護
保
険
制
度
は
お
年
寄
り
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
安
心
な
老
後
を
す
ご
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
が

村
で
は
、
来
年
四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険

制
度
に
む
け
て
、
各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
質
問
や
意
見
が
出
た
中
か
ら
、
主
な
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
と
は

急
速
な
高
齢
化
の
中
、
家
族
だ

け
で
介
護
を
行
う
こ
と
は
、
非
常

に
困
難
な
状
況

に
な
っ
て

い
ま

す
。こ
の
制
度
は
、
介
護
を
家
族
だ

け
で
な
く
社
会
全
体
で
支
え

あ

い
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
か

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
に
つ

く
ら
れ
、
四
十
歳
以
上
の
全
て
の

人
が
介
護
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

被
保

険
者

問

第

言
万
被
保
険
者
と
第
二
号

被
保
険
者
の
区
別
は
？

答

第
一
号
被
保
険
者
は
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
で
す
。
第
二

号
被
保
険
者
は
、
四
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
人
で
す
。

問

第
二
号
被
保
険
者
の
医
療
保

険
と
は
何
で
す
か
？

答

国
民
健
康
保
険
・
健
康
保
険

組
合
・
共
済
組
合
な
ど
の
こ

と
で
す
。

一

保

険

料

問

国
民
健
康
保
険
税
と
は
別
に

介
護
保
険
料
を
納
め
る
の
で

す
か
？

答

第
二
号
被
保
険
者
（
四
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
）
の
方

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
梃
に
上
乗
せ
し
て
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

第

言
万
被
保
険
者
（
六
十
五

歳
以
上
）
は
、
年
金
か
ら
天

引
き
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
？

答

年
金
の
月
額
が
一
万
五
千
円

以
上
の
方
は
、
年
金
か
ら
天

引
き
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

以
下
の
人
の
場
合
は
、
役
場

へ
直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問

介
護
保
険
料
は
月
額
ど
の
位

で
す
か
？

答

先
日
、
国
の
算
出
方
式
に
当

て
は
め
、
保
険
料
を
積
算
し

た
と
こ
ろ
、
第

言
万
被
保
険

者
で
は
、
二
千
五
百
十
一
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
保

険
料
は
、
昨
年
、
住
民
の
み

な
さ
ん
を
対
象
に
行

っ
た

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
が
基

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

国
の
基
準
額
な
ど
が
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
最
終
的

に
は
、
こ
の
額
を
上
回
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

問

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
月
額
ど
の
位
で
す
か
？

答

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
金

額
な
ど
の
決
定
は
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

■

介
護

サ

ー
ビ
ス

問

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
度
合

い

は
、
何
を
基
準
に
決
め
ら
れ

る
の
で
す
か
？

答

申
請
の
あ
っ
た
人
を
担
当
職

員
や
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

が
訪
問
し
、
全
国
統
一
の
八

十
五
項
目
に
つ
い
て
質
問
調

査
を
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
一
次
判
定
を
し
ま
す
。
そ

の
後
、
認
定
審
査
会
で
要
支

援
か
ら
自
立
ま
で
の
判
定
を

行
い
ま
す
。

問

現
在
入
所
し
て
い
る
人
で
、

「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
場

合
は
施
設
を
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

答

「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

場
合
、
五
年
間
は
そ
の
ま
ま

入
所
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
限
度

額
は
ど
の
位
で
す
か
？

答

認
定
さ
れ
た
介
護
状
態
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
現
段
階

で
の
厚
生
省
見
込
み
で
は
、

一
ヶ
月
当
た
り
六
万
円
か
ら

三
十
五
万
円
程
度
で
、
利
用

者
は
、
こ
の
一
割
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

サ
ー
ビ
ス
項
目
を
増
や
せ
な

い
の
で
す
か
？

答

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
認
定
を

受
け
た
事
業
者
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
地
元
で
受

け
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
、

他
市
町
村
に
あ
る
場
合
は
そ

ち
ら
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

■

申

請

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
の
申
請
は
本
人
が
す
る
の

で
す
か
？

答

申
請
は
、
本
人
ま
た
は
家
族
、

代
理
人

余

Ｉ

ム
ヘ
ル
パ
ー
、

民
生
委
員
な
ど
）
が
行
い
ま

す
。

問

施
設
入
所

の
手

続
き
な
ど

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で

す
か
？

答

当
村
に
は
、
二
人
の
介
護
支

援
専
門
員
が
い
ま
す
の
で
、

そ
こ
を
通
じ
交
渉
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問

施
設
を
利
用

す
る
場
合
、

色
々
問
題

が
あ

る
と
思
う

が
、
ル
ー
ル
を
守
る
方
法
な

ど
は
あ
る
の
で
す
か
？

答

施
設
が
き
ち
ん
と
し
た
運
営

を
し
な
け
れ
ば
、
運
営
停
止

な
ど
に
な
る
の
で
、
現
行
と

変
わ
ら

な
い
と
思

わ
れ
ま

す
。

要
介
護
度
の
判
定
申
請
に
つ
い

て
も
各
地
区
を
巡
回
し
て
受
付
け

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
、
各
地
区
に
お
い
て

説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
日
程
に
つ
い

て
は
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。



保健碌瓜衂

健康への道は
一歩から

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
脂
肪
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
を
減
ら
す
た
め
に
は
約

一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
一
度
た
め
込
ん

だ
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
、
大
変
な

努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
実
際

に
、
筋
肉
も
肺
も
心
臓
も
頭
脳
も
、

人
間
の
か
ら
だ
け
使
わ
な
け
れ
ば

さ
び
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
意
識

的
に
使
う
ほ
ど
、
老
化
の
進
行
は

遅
く
な
り
、
か
ら
だ
け
活
性
化
し

て
い
く
も
の
で
す
。
休
養
し
過
ぎ

た
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
適
度
な
ス
ポ
ー
ツ

で

子
不
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ

る
こ

と
が
、
か
ら
だ
に
と
っ
て
は
は
る

か
に
有
益
で
自
然
な
状
態
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

ｉ

活
分
速
度
」
を

″
Ｘ
ｔ
抒
て
み

ま
し

よ
う

私
た
ち
が
歩
い
た
り
走
っ
た
り

す
る
と
き
の
子
不
ル
ギ
ー
は
ど
れ

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
歩
い
て
も

走
っ
て
も
距
離
が
同
じ
で
あ
れ
ば

消
費
さ
れ
る
千
不
ル
ギ
ー
は
ほ
と

ん
ど
同
じ
な
の
で
す
。
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
走
る
の
は
自
信
が
な
い

人
も
、
歩
く
こ
と
な
ら
一
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

続
け
ら
れ
る
こ
と
が
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ
で

も
誰
で
も
ど
こ
で
も
ム
リ
な
く
続

け
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
、
い

ま
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
「
生
活
の
速
度
」
を

下
げ
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
一

歩
一
歩
健
康
を
実
感
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ま
で
ス
ピ
ー
ド
に

目
を
奪
わ
れ
て
見
え
て
い
な
か
っ

た
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
で

す
。

ｉゝＣ一一Ｉｉ・

力

ら

だ

を

支

え

る

足

は

り

第

二

の

心

臓

」

足
は
、
血
液
を
送
り
出
す
心
臓

か
ら
最
も
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、

静
脈
血
も
と
ど
こ
お
り
が
ち
に
な

り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
こ
の
血
液
の
流
れ
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
、
足
の
「
第
二
の

心
臓
」
と
し
て
の
働
き
を
よ
く
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
足
の
裹
に
は
数
多
く
の

ツ
ボ
が
集
中
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
ま
に
は
靴
を
ぬ
い

で
は
だ
し
で
上
々
草
の
上
を
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
足
の
裏
が
刺
激

さ
れ
る
こ
と
で
全
身
の
血
行
が
よ

く
な
り
ま
す
。

Ｉ足裏のツボ

ちよつと ＤＥ

提供 食生活改善推進員

～カロリーひかえめの食事のために～

カブの梅ソースあえ （１人分 ２０ｋｃａｌ）

＜ 材料：４人 分＞

カブ ４ 個

わかめ（塩抜き） ５０９

梅干（薄塩） ２ 個

花かつお 少々

＜作り方＞

①カプは皮を むい て薄切りに する。

②わかめは一口 に切る。

③梅干は種を取 って，厠かく刻 み花

かつおを混 ぜて①，②をあえる。



「あすなろ」夏まつり

輪投げ大会に歓声

八
月
六
日
、
猛
暑
が
続
き
、
だ

ま
っ
て
い
て
も
汗
が
に
じ
む
一
日

で
し
た
が
、
第
七
回
の
夏
ま
つ
り

が
「
あ
す
な
ろ
」
で
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
つ
り
は
日
赤
奉
仕
団
の
踊
り

で
ス
タ
ー
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

中
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
踊
り
、

カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
は
じ
め
て
個
人
対

抗
の
輪
投
げ
大
会
が
行
わ
れ
、
歓

声
も
聞
か
れ
る
一
日
で
し
た
。

輪
投
げ
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優

勝

竹
内
り
え
（
牛

滝
）

準
優
勝

樋
口
誘
子
（
古
佐
井
）

第
三
位

石
黒
い
ま
（
原

胆

第
四
位

海
苔
義
一
（
原

哲

第
五
位

内
藤

保
（
福

浦
）

下北郡身障者スポーツ大会 脇野沢

十五名出場大健闘

七
月
三
十

日
、
脇
野
沢

村
ふ
れ
あ
い

運
動
場
で
、

第
二
十
八
回

下
北
郡
身
体

障

害

者

ス

ポ
ー
ツ
大
会

が
開

催

さ

れ
、
佐
井
村

か
ら
十
五
名

の
選
手
が
出

場

し

ま

し

た
。天
候
に
も

恵
ま
れ
、
選

手
た
ち
は
障

害
に
負
け
じ
と
大
健
闘
し
ま
し
た

が
、
東
通
村
に
つ
い
で
、
第
五
位

に
終
わ
り
ま
し
た
。

優

勝

川
内
町

九
二
点

準
優
勝

脇
野
沢
村

六
五
点

第
三
位

大
畑
町

五
一
点

第
四
位

東
通
村

四
五
点

第
五
位

佐
井
村

四
一
点

第
六
位

大
間
町

四
十
点

第
七
位

風
回
浦
村

三
二
点

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

入
団
体
▽

●
日
赤
奉
仕
団

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
左
記
の
み
な
さ
ん
が
夏
ま

つ
り
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ａ
個
人
Ｖ

●
佐
井
中
学
校

新
田

宏
美

中
村
ち
え
み

松
谷

絵
美

高
野

温
枝

●
磯
谷
小
中
学
校

松
本

香
苗

横
浜

和
弥

横
浜

泰
子

福
田

知
彦

横
浜
ゆ
か
り

福
田
奈
津
子

横
浜

幸
栄

新
田

敏
幸

●
福
浦
中
学
校

田
中

一
世

下北郡老人スポーツ大会 大 畑
１１１１１１１１１１１１１１１１１佐 井 村 惜

し く も ６ 位

七
月
二
十
二
囗
、
お
年
寄
り
の

健
康
増
進
と
生
き
が
い
の
た
め
、

そ
し
て
お
年
寄
り
同
志
の
親
睦
と

地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
は
か
る

た

め

に
、

老

人

ス

ポ

ー

ツ
大

会

が
大

畑

町

で

開
催

さ
れ

ま
し

た

。

各

町

村

の

応

援

、

歓
声

が
響

く

中

、

選
手

た

ち
は

額

に
汗

を

流
し

な

が

ら

、

一
生

懸

命

競

技

に
取

り

組

ん

で

い

ま
し

た

。

競

技

の

結

果
は

次

の

と

お

り

で

す

。

優

勝

大

畑

町

準

優

勝

大

間

町

第
三

位

脇
野
沢
村

第

六

位

佐

井

村



ｒ

ら
佐
井
駐
在
所
Ｃ＼ＪＯＪ

密
漁
警
戒
パ
ト
囗
－

ル
実
施

大
間
警
察
署
で
は
、
お
盆
期
間

中
に
密
漁
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
漁
協
監
視
船

佐
井
丸
と
警
察
車
両
を
使
用
し
て

海
と
陸
の
両
方
か
ら
行
い
、
期
間

中
二
件
の
注
意
指
導
を
行
い
ま
し

た
。お
盆
前
に
は
、
ア
ワ
ビ
を
密
漁

し
て
い
た
者
一
名
を
漁
協
か
ら
の

通
報
に
よ
り
検
挙
し
て
お
り
ま
す
。

密
漁
の
検
挙
は
み
な
さ
ん
か
ら

の
通
報
が
決
め
手
と
な
り
ま
す
。

不
審
者
を
見
た
ら
積
極
的
に
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

仏

ヶ

浦

に

爆

弾

叨
１１

仏
ヶ
浦
の
海
中
に
砲
弾
ら
し
き

物
が
あ
る
と
の
通
報
を
受
け
て
、

自
衛
隊
の
爆
発
物
処
理
班
が
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
五
年
当
時
に

岩
盤
掘
削
工
事
を
実
施
し
た
際
に

遺
失
し
た
掘
削
機
械
の
先
端
部
分

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
砲
弾
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

き

の

こ

採

り

遭

難

注

意

き
の
こ
採
り
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
来
ま
す
。
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
県
内
の
あ
ち
こ
ち
で
遭

難
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
分
は

大
丈
夫
と
い
う
過
信
が
事
故
に
直

結
し
ま
す
。
道
に
迷
わ
な
く
て
も

途
中
で
ヶ
ガ
を
し
て
勣
け
な
く
な

る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。
十
分
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
に
備
え
よ
う

避
難
場
所
・
経
路
の
確
認
／

非
常
用
携
行
品
の
確
認
／・

遊
泳
危
険
場
所
に

立
看
板
を
設
置

佐
井
村
青
少
年
健
全
育
成
会
議

の
育
成
部
会
の
方
と
遊
泳
危
険
場

所
に
立
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

佐
井
港
内
の
一
枚
を
古
い
物
と

交
換
し
、
大
佐
井
川
上
流
に
新
規

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

看
板
を
設
置
し
た
だ
け
で
は
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
方

は
子
供
さ
ん
に
看
板
の
意
味
を
具

体
的
に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
ネ
ブ
タ
運
行

無
事
終
了

八
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
子
ど

も
会
連
合
会
の
ネ
ブ
タ
運
行
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

佐
井
村
の
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
の
元
気
な
笑
顔
が
記
憶
に
残
る

す
ば
ら
し
い
運
行
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
運
行
を
支
え
た
各
町
内
会
の
世

話
役
の
方
々
、
本
当
に
ご
苦
労
さ

ま
で
し
か
。

人
身
事
故
多
発
が

ケ
ガ
を
と
も
な
う
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

・
六
月
十
四
囗

黒
岩
国
道
で
原
付
バ
イ
ク
が
貨

物
車
と
衝
突
し
重
傷

・
七
月
七
日

奥
戸
国
道
で
佐
井
村
民
運
転
の

乗
用
車
が
自
転
車
に
衝
突

・
八
月
六
日

原
田
国
道
で
原
付
バ
イ
ク
が
乗

用
車
に
衝
突
し
重
傷

・
八
月
十
一
日

願
掛
公
園
付
近
国
道
で
乗
用
車

同
士
の
正
面
衝
突
、
四
人
負
傷

・
八
月
十
九
囗

カ
モ
シ
カ
ラ
イ
ン
で
、
ダ
ン
プ

と
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
正
面
衝
突

こ
の
他
に
も
ケ
ガ
に
至
ら
な
か
っ

た
事
故
が
七
件
発
生
し
て
い
ま
す
。



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（Ｎ０．１８）

青
少
年
赤
十
字
タ
イ
訪
問
の
翼

今
年
度
の
青
少
年
赤
十

字
国
際
交
流
「
タ
イ
訪
問

の
翼
」
は
、
八
月
五
日
か

ら
十
一
日
ま
で
の
日
程
を

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
二
泊
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
タ
イ
の

日
常
の
生
活
を
体
験
し
、

ま
た
、
生
徒
数
二
玉
名
余

の
女
子
校
（
中

二
咼
⊇
貝

教
育
）
で
は
、
日
本
か
ら

の
訪
問
者
と
し
て
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
他
、
タ
イ
赤
十
字

社
・
タ
イ
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
務
所
な
ど
を
表

敬
訪
問
す
る
な
ど
、
充
実

の
一
週
間
で
し
た
。

詳
し
い
報
告
は
、
後
日

と
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

一
番
心
に
残
っ
た
思
い
出

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐井中学校２年

金 沢 智 克

今
回
の
タ
イ
訪
問
を
終
え
て
の
感
想

は
、
タ
イ
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

タ
イ
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
や
っ

ぱ
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
行
く
前
ま

で
は
、
不
安
ば
か
り
だ
っ
た
け
ど
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
人
達
が
気
軽
に
ぼ

く
に
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
ど
ん
ど
ん

不
安
が
無
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
料
理
も
お

い
し

か
っ

た
し
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
も
よ

か
っ
た
し
、
と
て
も
充
実
し
た
二
日
間

で
し
た
。

ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
最
高
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

磯谷中学校２年

磯 川あ ずさ

私
は
、
こ
の
「
タ
イ
訪
問
の
翼
」
に

参
加
し
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
タ
イ
の
人
が
と
て

も
や
さ
し
い
と
言
う
こ
と
と
、
タ
イ
の

文
化
や
歴
史
、

タ
イ
の
人
々
の
生
活
習

慣

な
ど
を

学
ぶ
事

が
で
き
た

か
ら
で

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
家

族
の
み
ん
な
と
う
ま
く
会
話
で
き
る
か

心
配
だ
っ
た
け
ど
、
家
族
み
ん
な
が
私

達
に
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
、
会
話
も

英
語
を
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
た
っ
た
一

週
間
ぐ
ら
い
の
訪
問
だ
っ
た
け
ど
、
今

ま
で
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
な
ど

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐井中学校２年

石 戸 絵 美

私
は
、
タ
イ
訪
問
に
参
加
し
て
と
て

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
を
訪
問
し
て
タ
イ
の
人
達
の
や

さ
し
さ

や
笑
顔

が
印

象
に
残
り

ま
し

た
。
今
回
タ
イ
で
改
め
て
思
い
や
り
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
一
番
感
動
的
で
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
達
は
食

べ
物
の
好
み
や
水
ま
で
気
を
く
ば
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
二
日
間
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し

て
か
ら
別
れ
の
時
自
然
に
涙
が

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

本
当
に
、
タ
イ
の
人
の
あ
た
た
か
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
イ
訪
問
を

き
っ
か
け
に
活
動
や
思

い
や
り
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

佐井中学校２年

菊 池 清 春

ぼ
く

が
、
タ
イ
訪
問
に
参
加
し
よ
う

と
し
た
き
っ
か
け
は
、
家
族
の
大
切
さ

で
す
。
そ
れ
は
、
家
族
と
い
う
の
は
と

て
も
大
切
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

ぼ
く

が
一
番
楽
し
み
で
も
あ
り
、
不

安
で
も
あ
っ
た
の
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

す
。
理
由
は
、
身
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な

こ
と
を
体
験
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

結
果
は
、
最
初
や
っ
ぱ
り
全
然
話
せ

な
か
っ
た
け
ど
、
家
族
が
優
し
く
迎
え

て
く
れ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
た
く
さ

ん
話
し
ま
し
た
。
迷
惑
も
か
け
た
け
ど
、

い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

福浦中学校２年

田 中 成三

ぼ
く

が
こ

の
研
修

で
一
番
印

象
に

残
っ
た
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。

ホ
テ
ル
に
迎
え
に
き
て
く
れ
た
時
か
ら

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
か
ら

な
い
こ

と
は
、
ぼ
く
た
ち
が
わ
か
る
よ

う
な
簡
単
な
英
語
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
お
り
紙
を
し
た
時
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
最
後
の
お
別
れ

の
時
も

笑
顔
で
見

送
っ
て

く
れ
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

佐井中学校２年

能 登 祥 江

タ
イ
を
訪
問
し
て
最
初
は
不
安
で
し

か
た
な
か
っ
た
け
ど
、
タ
イ
に
来
て
一

日
目
、
一
一
日
目
と
な
る
と
不
安

が
消
え

て
い
ま
し
た
。
タ
イ
の
人
達
は
す
ご
く

や
さ
し
い
で
す
。
通
り
す
が
り
の
私
達

に
日
本
語
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
や
「
こ

の
店
お
い
し
い
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
常

に
手
を
引
っ
ぱ
っ
て
く
れ
た
り
、
日
本

語
を
調
べ
て
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
た
り

し
ま
し
た
。
私
の
も
う
一
つ
の
家
族
で

す
。
別
れ
の
時
は
さ
び
し
か
っ
た
け
ど
、

こ

の
先
私
は
、
手
紙
の
や
り
と
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
は

す
ば
ら
し
い
思
い
出
で
す
。



７とり２も１１１

深めよう函館・下北こころの交流 ／

七
月
二
十
七
日
、
二
十
八

日
の
二
日
間
、
「
函
館
・
下

北
子
ど
も
交
流
会
」
が
下
北

少
年
自
然
の
家
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

佐
井
村
の
十
一
名
を
含
む

下
北
郡
内
か
ら
は
四
十
二

名
、
北
海
道
側
か
ら
は
九
十

四
名
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
焼
き

杉
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
活
動
を

通
し
て
、
他
市
町
村
の
子
ど

も
だ
ち
と
、
交
流
・
ふ
れ
あ

い
を
深
め
ま
し
た
。

佐井 青年団清掃奉仕活動

七
月

二
十
五

日
、

佐
井

青

年

団

の
み
な

さ
ん

が
、
大

佐

井

川

・
古

佐
井

川

の
清
掃

奉

仕

活
動

を
行

い
ま
し

た

。

プ
ラ

ス
チ

ッ

ク
容

器

や
空

き

缶
な

ど
を
次

々

に
拾

い
上

げ

、
可

燃

・
不

燃

に
分
け

て

ゴ
ミ
袋

に
入

れ
ま
し

た

。

二
時

間
ほ

ど

の
作

業

で
、

ゴ
ミ
は

ド
ラ

フ

タ

ー
台
分

も

集

ま
り

、
あ

ま
り

の
量

の
多

さ
に
、

団
員

か
ら

は
モ

ラ
ル

の
低

さ
を
指

摘
す

る
声

も
聞

か
れ
ま

し

た
。

一
人
ひ

と
り

が
気
を

つ
け
、

み
ん

な
で
佐
井

村

の
美
し

い

自

然
を

守
り

ま
し

ょ
う

。

保 育 所 夕 涼 み 会

八

月
五
日

、
佐

井
村

保
育

所

の
夕
涼

み
会

が
ア
ル

ザ
ス

前
で

行
わ

れ
ま
し

た

。

圉
児

た
ち
は

、
蒸
し

暑

さ

を
吹

き
飛

ば
せ

と

ば
か
り

に

「
は

り
き

り

ジ
ャ
ン

ボ
」
、

「
「

ア
ー
日
本

よ

い
と
こ
」

の
二

曲
を

元
気

い

っ
ぱ

い
に

踊
り

ま
し

た

。

続

い
て
、
父
母

の
会

か

ら

お
み

や
げ

を
も

ら

い
、
子

ど

も

た
ち
は

大
満
足

。

最

後
は

、
大
き

な
打

ち
上

げ
花

火
を

眺

め
な

が
ら
、
沿

道

に
集
ま

っ

た
観
客

と
と

も

に

、
左
足

の
夜

の
ひ

と
と
き

を

楽
し

ん
で

い
ま
し

た

。

「ラ ブ リ ー さ い」発 送 式

七
月
二
十
八
日
、
「
ラ
ブ

リ
ー
さ
い
」
ふ
る
さ
と
パ
ッ

ケ
上
ン
の
発
送
式
が
ア
ル
ザ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
猛
暑
が
続
き
、
こ

の
日
も
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

関
係
者
が
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
、
甘
塩
う
に
や
鮭
フ

レ
ー
ク
、
ひ
ば
石

け
ん
な

ど
、
佐
井
村
の
特
産
品
を
箱

詰
め
し
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
と
積

み
込
み
ま
し
た
。

発
送
は
、
十
二
月
に
も
行

わ
れ
ま
す
。
四
季
折
々
の
佐

井
村
の
魅
力
が
全
国
各
地
の

会
員
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。



お知らせ

コーナー

シ

ル

バ

ー

な

ん

で

も

相

談

ご
利

用

く

だ

さ

い

高

齢

化
社

会

が
進

む
今

日

匸

局

齢

者

や

そ

の
家

族

が

抱
え

る
心

配

ご

と

悩

み

ご

と

は
複

雑

・
多

様

化

し

、

専

門

的

な
相

談

が

増
え

て

い

ま

す

。
こ

の
こ

と

か

ら
、

敬

老

の

囗

に

、

通

常

は
日

程

を

決

め

て
実

施

し

て

い

る

専
門

相

談

を

「
特

別

一

斉

電

話
相

談
事

業

」

と

し

て

一

斉

に

開

設
し

、

総
合

的

な

電

話

相

談

を

実

施
し

ま
す

。

■

日

時

平

成

十

一

年

九
月

十
五

囗
（
水

）

午

前

十

時

か

ら

午

後
三

時
ま

で

■

相

談

内

容

法

律
（
要

予

約

）
、
痴

呆

、
税

金

、

年

金

、

保

健
介

護

、
生

活

福
祉

一

般

、

職

業

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

登
０
１
２
０
（
７
８
０
）↓
６
にＪ

■
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
青
森
県
長
寿
社
会
振

興
財
団

青
森
県
高
齢
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

昔
０
１
７
７
⑩
１
１
６
にり

中
小
企
業

雇
用
剔
出
助
成
金

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る

雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
、
「
中

小
企
業
雇
用
剔
出
助
成
金
」
が
設

け
ら
れ
、
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

中
小
企
業
や
個
人
の
方
が
創
業

や
異
業
種
進
出
の
た
め
仁
雇
い
入

れ
た
従
業
員
の
大
件
費
彑
雇
用
管

理
の
改
善
や
教
育
訓
練
に
要
し
か

経
費
に
対
し
て
、
助
成
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
中
小
企
業
雇
用
剔
出
人
材
確
保

助
成
金
雇
い
入
れ
た
労
働
者
の
賃
金
の

二
分
の
一
を
一
年
間
助
成
（
六
人

限
度
）

（
平
成
十
一
年
十
月
以
降
は
三
分

の
二

○
支
給
資
格
者
創
業
特
別
助
成
金

中
小
企
業
雇
用
剔
出
人
材
確
保

助
成
金
を
受
け
る
雇
用
保
険
の
受

給
資
格
者
で
あ
っ
た
個
人
事
業
主

に
、
百
二
十
万
円
を
限
度
に
助
成

○
中
小
企
業
雇
用
剔
出
雇
用
管
理

助
成
金
雇
用
管
理
制
度
の
改
善
を
図
る

事
業
に
二
十
万
円
以
上
の
費
用
が

か
か
っ
た
場
合
、
百
万
円
を
限
度

に
二
分
の
一
助
成

○
中
小
企
業
雇
用
剔
出
等
能
力
開

発
給
付
金

教
育
訓
練
に
要
し
か
費
用
の
四

分
の
三
及
び
、
そ
の
間
の
賃
金
四

分
の
三
を
助
成
（
支
給
限
度
が
あ

り
ま
す
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
助
成
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
創
業
や
異
業
種

進
出
の
準
備
を
始
め
て
六
ヶ
月
以

内
に
青
森
県
知
事
に
改
善
計
画
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
創

業
や
異
業
種
進
出
に
と
も
な
う
費

用
が
三
百
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

青
卉
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

雇
用
改
善
部
門

ａ
ｏ
↑
１
７
７
⑤
１
２
３
４

弓

ぶ

バ
蓊

繁

」笳
い
咨
つ
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

近
年
、
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る

バ
ス
釣
り
で
す
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
魚
食
性
で
、

し
か
も
繁
殖
力
が
強
い
た
め
、
ア

ユ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
コ
イ
、
フ
ナ
や

エ
ビ
な
ど
の
有
用
資
源
に
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
内
水
面
漁

業
調
整
規
則
で
こ
れ
ら
の
移
植
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。
（
六
ヶ
月
以

下
の
懲
役
若
し
く
は
十
万
円
以
下

の
罰
金
）
。

釣
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル

ー
ギ
ル
は
再
び
放
流
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
■
問
い
合
わ
せ

県
漁
業
管
理
課
資
源
管
理
班

昔
０
１
７
７
⑩
９
５
９
ｎ
乙

国民健康保険税（２期分）の

納 期 は

９ 月３ ０ 日（木 ）で す
Ｏ

忘れずに納入しましょう！
担当／役場財政課 昔⑩２１１１

佐井村に新しい商店街潮 風協同組合
≪これからよろしくお願いします が≫

まるいち
資 望ガ

樋口写真館

づ 鴛豐 ＪＩ
．彩 －．羃
杤 妁 八湎 １１１菓丿子ｉ 房

朝８：００～夜７：００まで
４

７ １０

ヤヲ皿
朝７：００～夜１０：００今口＿



お役に立っています

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の
簡
易

保
険
や
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
積
立
金
は
、

村
の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
と
し
て
村
に
還
元

融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
に
は
、
次
の
各
事
業
に
融
資
を

受
け
て
い
ま
す
。

Ｏ
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金

・
村
営
住
宅
整
備
事
業

三
、
六
九
〇
万
円

・
福
浦
小
学
校
屋
外
運
動
場
整
備
事
業

コ

四
九
〇
万
円

・
歌
舞
伎
の
館
整
備
事
業

七
、
〇
七
〇
万
円

・
福
浦
中
学
校
教
職
員
住
宅
整
備
事
業
六
〇
〇
万
円

○
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金

・
長
後
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

气

一
一
〇
万
円

福浦小学校屋外運動場

村 営 住 宅

．
●ご ’』 ’．

●
・ ． Ｕ ．

＿｀ ｘ Ｉ’．．・
ミ
・’ Ｉ

”
・ ・ ・ ．・． ・

・・ －” ’
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ラブリーさい
会員募集

四季折々の佐井村の特産品を７月、１２月の年２回

みなさんのお手元まで、お届けします。お申込み

ラブ リーさ い 販売 事業 協議 会＜佐１＝定１観刔納＞

〒０３９－４７１１
青森県下北郡佐井村大字佐井字大佐＃１１２
ＴＥＬ０１７５⑩４５１３ ＦＡＸ０１７５⑩４５２５

むつ科学技術館だより
【特 別 展 示 品 の お 知 ら せ 】

『サイン カー ブのい ろい ろ』

規 則正し い 波の形 （ サイン カ ーブ ） の 特集で す。

『数 式のな い 数学』

数 学の不 思 議さを おもし ろく 体 験で き ます
Ｏ

『共 振ブ ラン コ』

片 方をこ ぐと もう 片方 は何も し ていな い のに ゆ れてき ま す。

『音 のフ レネ ルレン ズ 』

立つ位置をいろいろ変えてみると音が大きくなったり小さくなったりします。

特 別 展 は１０月 い っ ぱ い で 終 了し ま す 。

ま だ 見 て い な い 人 は ぜ ひ こ の 機 会 に 体 験し て み てく だ さ い 。

胼籬
原作 西捏竇太郎 厮蓍・監督 大原鳶參
１９９０＆ Ｊ＆ｆｆｌＧＭＧ＄屏有作委茸会そノクローÅ蔡磨

■文部省選定

た腴 と諱演 会
日 時 ／平 成 １１年 ９ 月 ２５ 日 （ 土 ）

午 後 ２時 開 場 ２時 半 開 演

場 所 ／ む つ 市 公 民 館 講 堂

講演者『四つの終止符』監督大原秋年氏

あ お も り県 民カ レッ ジ単 位 認 ま 講座

。「四つの終止符」は。母親思いの耳の不自由な少年が、母親殺しの

罪に問われ、孤独な状況のまま憤死し、やがて、少年の祖父によって
事件の真相が暴かれていくというストーリーです。
この作品は、「無音の音」 という表現方法が用いられ、少年が登場

する場面では、少年の声だけが聴こえ、周りの声や音はいっさい聴こ
えない状況に観客をおき、「きこえないこと」の哀しみや恐怖、コミュ

ニケーションの断絶と孤独を体験させられます。
どうぞ、ご自身の目で見て、聴いて、感じてください。

■お問い合わせは
ＴＥＬ／ＦＡＸ０１７５－２４－４１３１（疂以降）

■チケット取扱

アークスプラザ
（むつショッピングセンター中央店）
富岡書店（川内町）

チケット
中学生以上 ８００円

（当日１，０００円）

小学生以下 ４００円

（当日５００円）

むっ工同窓生の集い
廱■ １１ ９月１８日（土） 午後６ 時～

Ｅ ■ＩＩ むつ市 『ホテルニューグリーン
』

ｌＩ 罰１ ３，０００円（当日徴収）

ｌ 圖 韮齎 ９月１０日（金）※当日飛び入り参加歓迎

胝硲 甄ｌ ａ ⑨２１６４ （内線３２）同窓会事務局

※１０名以上の場合は送迎バス有り

大間高校同窓会
ｌｉ■ｉ１１ １０月２日（土）

午後６時３０分～ ９時

誑■ 珊 大間公民館

Ｉ国厦回１ ３，０００円

（事前にチケットをお求めください）

籖齧 顫Ｉ 昔⑤２１０９ 同窓会事務局



満１歳おめでとう／／

－－’－一一一一吉 田 脩 道

に

（眞 一 ・七重 ）古 佐井

竹 内 彩 香 ちべ
（美代子）糠 森

戸籍の窓口
８月１５日現在

Ｏおくやみ申し上げます

田中 みさ（義 美）牛 滝

宮木 カツ（清 一）大佐井

田中 正七（き わ）福 浦

池田美津子（次 夫）原 田

※個人のプライバシーを尊重す

る意味で、掲載して欲しくな

い方は、届出の際、係に申し

出てください。

’９９佐井村ふるさとフェア
「’９９佐井村ふるさとフェア」を下記の日程により開催します。

○日 時 １０月２３日（土） 午前１０時～午後４時

１０月２４日（日） 午前９時～午後３時

○場 所 ア ル ザ ス

展 示－

・農林水産物共進会

・益子焼展示、販売

ショッピング

・漁協、農協、地元
商店、野平の野菜
の大売り出し
・姉妹町村特産品の
即売

ゲーム

・ビンゴ、ミニゲーム

・コンピュータ占い

・ウォークラリー

主催 佐井村・’９９佐井村ふるさとフェア実行委員会

佐井村の人口
７月３１日現在

男 １，６１６ （＋７）

女 １，６０７ （＋ｌ）

計 ３，２２３ （＋８）

世帯数 １，１１６ （ ｌ）

（ ）内は前月比

下北のイベントご案内

む つ 市
第６回 豊漁・豊作祈願祭
９月１２日（日）

まさかりプラザａ＠０９０９

東 通 村
第フ回 東通村牧場まつり

９月１２日（日）

東通村産業振興公社登ｃ２１１１

出かけてみませんか

●バス車内での運賃のお支払い

●各種回数券のお求めは、

下記委託販売店をご利用

ください。

レ佐井観光協会（アルザス内）

レ磯谷…東 出 商 店

レ長後…滝 本 商 店

（７片回数券）

７ 月 １ 日 よ り 新 発 売

・５枚買って２ 枚サービス。

■片道５００円以上のバス賃から。

■６５才以上の方に限ります。

お問い合わせは下 二ｌ匕交 通 株 式 会 社：
本社 〒０３５－００４１青森県むつ市金曲１－８－１２

登（０１７５）２３－３１１１
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